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３．平成26年度活動実績

（１）リクルート等の実績

平成23年１月31日から、福島市と南相馬市、双葉郡を併せた10市町村を対象地区として、

産科医療機関を受診した妊婦とその配偶者を対象にリクルート（参加登録）を開始した。

東日本大震災及び東京電力第一原子力発電所の事故により、双葉郡は中断となり、その後、

県北地域の４市町が加わり、さらに平成24年10月からは県内59全市町村を対象地域とし参加

者募集を行った。

平成26年３月31日をもってリクルートは終了した。父親のリクルートと児の登録は、母親

が出産し１カ月健診が終了した12月まで実施した。

この結果、母親の最終参加者数は13,134人、同意率は78.6％であった（目標数15,900人の

82.6％の達成率）。また、父親の参加者数は8,695人、子どもの登録数は出生後12,835人であった。

表１　対象地域の変化とリクルート（参加登録）目標数追加の経緯
項目 開始時 平成24年10月以降

調査対象地域 10市町村（福島市、南相馬市、双葉郡） 福島県59全市町村
協力医療機関（産科） 19医療機関 52医療機関（うち茨城県１機関）
リクルート予定人数 6,900人 15,900人（拡大9,000人追加）
リクルート期間 平成23年１月～26年３月（３年２カ月） 平成24年10月～26年３月（１年半）

（２）フォローアップ状況

１）質問票の回収状況

児を出産し１カ月健診までの調査票回収の管理は、産科医療機関において積極的に対応し

ていただいた。

産後６カ月ごとの調査は半年ごとに、コアセンターから質問票が郵送され、記入後ユニッ

トセンターへ返送される。

平成27年３月31日現在での質問票の回収状況（表２）は、６か月質問票は97.0％であるが、

年齢経過と共に回収率が低下している。全国15ユニットの平均に比較するとやや高い状況で

あるが、回収率をいかに維持していくかが今後の課題である。
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表２　質問票の回収状況（平成27年３月31日現在）

調査時期 発送数（人） 回収数（人）
回収率（%）

福島 15ユニット
６か月質問票 9,674 9,387 97.0 91.9
1.0歳児質問票 6,462 6,100 94.4 87.8
1.5歳児質問票 3,221 2,965 92.1 83.7
2.0歳児質問票 1,779 1,601 90.0 81.1
2.5歳児質問票 910 910 89.1 77.4
3.0歳児質問票 327 288 88.1 71.4

（発送後６か月以上）

２）打ち切り・取り止め数について

流産、中絶、子宮内死亡、新生児死亡など児（胎児）の死亡等により調査継続ができなくなっ

た場合を「調査打切り」、児は追跡可能であるが、里帰り、避難、転居・転院、質問票が大変、

多忙・余裕がないなど児の代諾者の理由により調査継続ができなくなった場合を「調査取止

め」としている。

平成27年２月12日現在、調査打切りが167名、調査取止めが368名、母親同意数に対してそ

れぞれ1.3％、2.8％であった。

３）フォローアップの今後の課題

①　年齢が上がるごとに質問票回収率が低下している。

②　取りやめ数が少しずつ増加している。

４）フォローアップ率維持のための対応

○目標：13年後フォローアップ率80％以上維持

○対応：エコチル調査の意義を再認識してもらい、「エコチル調査に参加して良かった」「13

年間エコチル調査を続けたい」と思っていただけるように、参加者の思いを大切

にした督促の方法やイベント開催を工夫して、参加者のモチベーション維持に努

めている。

○督促：単なる督促でなく、参加者の子育ての大変さを理解した応対

①　ショートメール又は電話での連絡

各質問票の発送後１カ月経過後の未回収者に連絡（育児相談、母子の近況聴

取を兼ねる）

②　ハガキを送付
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　２ヶ月経過後の未回収者へは、体調を気遣う一文を入れたハガキを郵送

○エコチル通信の発行・・・年２回参加者全員に配布

①　調査結果の一部報告　　②　イベントや子育て情報の提供　

③　医療機関・市町村などエコチル調査関係機関へ配布　　

○市町村でのイベントへの参加

①　地域における乳幼児健診やイベント時の声かけ依頼

②　市町村スタッフからの声かけ（ファミリーフェスタ・健康フェスタ等での声かけ）

○各地域において対象児毎イベントの開催

①　エコチルふれあい会（後述の「（７）広報活動」を参照）

（３）詳細調査について

詳細調査をスムーズに実施するため、福島ユニットセンターでは詳細調査ワーキンググルー

プを組織し、訪問調査開始前に３回、開始後１回、計４回の会議を開催した。

その後は福島本部・郡山事務所間で連絡調整の上、訪問調査の実施と医学的検査・精神神経

発達検査の準備を進めた。

１）訪問調査の開始

・平成26年10月から詳細調査のリクルートを開始

それに先立ち、コアセンター主催の「詳細調査リクルート・訪問調査研修」が開催された

（センター長ほかRC10名、事務員３名が参加）。

・平成26年10月、コアセンターから第１次候補者リストが提供

候補者リストに基づき、リクルート開始。同意を得た候補者と日程調整の上、平成26年

11月から訪問調査を実施。

・平成26年12月、コアセンターから第２次候補者リストが提供

平成27年３月に第３次候補者リストが提供。

順次、詳細調査への協力依頼、日程調整、訪問調査を実施している。

※　３月末までのリクルート数は第１次抽出95名（リクルート完了）、第２次抽出109名、

第３次抽出29名。

　　　（第７次抽出まで：最終目標リクルート数637名）

　※　３月末までの訪問調査実施件数は、179件。
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２）医学的検査・精神神経発達検査に係る準備

①　詳細調査の医学的検査および精神神経発達検査を実施するため、下記の医療機関・施設

に協力を求め承諾を得た。精神神経発達検査の検査会場として場所のみを借用する医療機

関においては、ユニットセンターの職員（心理士）が出向いて検査を実施することとした。

表３　協力病院・施設
協力医療機関・施設 医学的検査 発達検査

１ 公立藤田総合病院 ○ 検査会場借用
２ 大原綜合病院 ○
３ 福島県立医科大学附属病院 ○ ○
４ 公立相馬総合病院 ○ 検査会場借用
５ 星総合病院 ○ ○
６ 太田西ノ内病院 ○ ○
７ 白河厚生総合病院 ○ 検査会場借用
８ 竹田綜合病院 ○ ○
９ 福島県立南会津病院 ○ 検査会場借用
10 いわき市立総合磐城共立病院 ○
11 子どもの家（いわき） ○

②　医学的検査及び精神神経発達検査は、統一した検査方法・検査用具を使用することから、

検査担当者の研修会や認定試験等が開催されたほか、各協力医療機関・施設の担当者に対

する説明や打ち合わせを実施した。

＜研修会・認定試験＞

　・平成26年９月　新版K式発達検査初級研修（大阪府）

　・平成27年１月　医学的検査担当者研修（国立成育医療研究センター）　

　・平成27年２月　医学的検査担当医師合同研修（同上）　

　・平成27年３月　新版K式発達検査 認定試験　実技（東京都）

＜新版K式発達検査 リーダー会合＞（東京都）

　第１回（平成26年９月）、第２回（平成27年２月）

＜各協力医療機関・施設の検査担当者に対する「エコチル調査」の概要説明＞

　・平成26年10月　　　　精神神経発達検査担当者への説明（郡山事務所）

　・平成27年２月～３月　協力医療機関における説明（協力医療機関９施設）
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＜協力医療機関・施設との実施に向けた打ち合わせ＞

平成27年２月～３月：各協力医療機関において、検査担当者（医師、看護師、事務、臨床

心理士等）とRCのシミュレーションを含む打ち合わせを実施し、そ

れを踏まえた各協力医療機関・施設毎の検査マニュアルを作成して

４月からの検査に備えた。

③　医学的検査および精神神経発達検査に必要な物品で、統一した規格の検査用具等に関し

てはコアセンターから送付され、そのうち大きな物品は、直接、検査病院・施設に送付さ

れ、検査開始日までに使えるように準備した。

（４）地域運営協議会開催

１）開催目的

エコチル調査の円滑な遂行を図るために、行政・医療機関等の委員に対し調査実績や今後

の調査に関する情報発信、普及啓発を行なうとともに、情報交流の推進を図った。

２）開催状況

平成26年度は、県及び各地域の運営協議会を計５回開催した。

表４　地域運営協議会の開催状況
協議会名称 開催日 開催地

１ 福島県地域運営協議会 ７月23日（水）福島市
２ 会津地域運営協議会 10月22日（水）会津若松市
３ 県北・相双地域運営協議会 10月27日（月）福島市
４ いわき地域運営協議会 11月20日（木）いわき市
５ 県中・県南地域運営協議会 11月26日（水）郡山市

３）内容

・環境省・コアセンターの責任者から調査にかかる情報やご意見をいただいた。

・本県のエコチル調査の活動状況を報告した。

・参加者に13年間調査を継続してもらうための方策について、委員から様々なご意見をいた

だいた。
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福島県地域運営協議会（平成26年７月23日：福島市）

（５）市町村訪問

・平成26年８月

調査開始時に対象地域であったものの、平成23年３月の原発事故により避難した南相馬市

および双葉郡の８町村を、県内各地にある仮役場などに訪問し、子どもの生活環境などを聴

取するとともに、調査の推進等を依頼した。

（６）医療機関訪問

１）平成26年11～12月

産科医療機関での参加者様の出産も終了し、支所として常駐していた医療機関をはじめ、

県内42医療機関を訪問し、長期にわたる産科医療機関スタッフの皆様のご支援、ご協力に対

し感謝申し上げた。

２）平成27年２～３月

平成27年度から始まる詳細調査（医学的検査、精神発達検査）の準備のため小児科の基幹医

療機関10病院を訪問し、概要を説明するとともに実施に向けて課題などを聴取した。

（７）広報活動

平成26年度は、産科医療機関における出産・産後１ヵ月健診、父親のリクルートも終了す

る時期であったため、ユニットセンターから参加者一人ひとりに配慮したニューズレターを

作成・発行し、ふれあい会等を実施した。

１）　エコチルふれあい会の実施 

○ふれあい会の対象児と内容（別添「資料５」参照）
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表５　ふれあい会の対象児と内容　
対象児 ふれあい会の内容

６ヵ月児 ①親子遊び　②ベビーマッサージ　③小児科医のミニ講話
④茶話会（ママ同士のふれあい・スタッフとのふれあい・気軽に相談会）

1.5歳児 ①絵本の読み聞かせ　②親子遊び　③親子ダンス　④ミニ講話
⑤茶話会（ママ同士のふれあい・スタッフとのふれあい・気軽に相談会）

３歳児
①絵本の読み聞かせ　②親子遊び　③親子ダンス（３B体操）
④ミニ講話　⑤茶話会（ママ同士のふれあい・スタッフとのふれあい・気軽
に相談会）

○ふれあい会の開催状況（回数）

　実施回数は３年間で46回（29日）であった

表６　ふれあい会の開催状況（回数）
対象児 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計（回）
６カ月児 3 5 28 36
1.5歳児 3 5 8
３歳児 2 2
計 3 8 35 46

○ふれあい会の参加者数

３年間で860組の親子が参加し、平成26年度は県内各地域で開催し、参加者同士の交流、

参加者とスタッフの交流を目的に実施した。

表７　ふれあい会の参加者数
対象児 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計（組）
６カ月児 75 140 523 738
1.5歳児 37 76 113
３歳児 9 9
計 75 177 608 860

（平成24年度・25年度は県北地域のみ、26年度から全県で開催）

２）ニューズレターの発行

2014年夏号（平成26年７月）及び2015年新春号（平成27年１月）の２回発行。「エコチル調査

でわかったこと」や「エコチルふれあい会」の様子、詳細調査等に関する情報等を提供した。（参

加者あて約12,200部、市町村等関係機関あて約600部、計12,800部発送）（別添「資料３及び４」

参照）
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３）協力医療機関及び市町村への活動報告

　①協力医療機関への活動報告

リクルート期間中は、毎月約50カ所の協力医療機関に対して「エコチル★だより」を発行し、

各医療機関の実績やインシデントの発生状況、今後の予定や実施したイベントの報告を行っ

た。また、リクルート終了後は上記の内容に質問票の回収状況を追加し、フォローアップの

経過を報告した（15～19号まで発行）。

「エコチル★だより」19号 �������	
��
�

�������	
��
�����
������

�������	
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��������������



16

　②市町村への活動報告

県内全ての市町村に対し「エコチル★活動報告」を発行し、県内の保健所管内ごとのリク

ルートの実績やエコチル調査を取り巻く最新の情報等を報告した。エコチル参加の親子への

継続的な声掛けや支援について依頼した。（５回発行）

市町村向け活動報告書
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４）市町村及び各種団体主催のイベントに参加

各市町村や団体で主催しているイベントにエコチルコーナーを設け、来場者にエコチル調

査の周知や質問票の集計結果などについて広報活動を行った。

①　９月28日　福島市主催　「健康フェスタ」

②　10月５日　郡山市主催　「ファミリーフェスタ」

健康フェスタ

ファミリーフェスタ
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（８）謝礼支払い（電子マネー）の運用状況

調査参加者への謝礼として当初より金券を送付していたが、平成26年３月から母親への謝礼

を電子マネーによる支払いに切り替えた。

１）目　的　

母親参加者約13,000人に今後13年間にわたって年２回、質問票への謝礼として金券での謝

礼支払いを行うことは、人的・時間的な労力を要し、また、簡易書留の郵送費を伴うことと

なる。これら膨大な労力と経費を削減するとともに、金券の紛失等の人的ミスを解消するた

め、謝礼の支払いを電子マネーに切り替えることとした。

また、平成26年11月から、参加者の５％にあたる637人の方を対象とする詳細調査が開始

され、その謝礼についても電子マネーによる支払いとした。

２）適用範囲・対象者

母親参加者を対象とし、謝礼支払いの機会が１回のみの父親および銀行振込で支払ってい

る医療機関は、対象外とする。

同意書や質問票を回収した母親について、11,943名（平成27年３月末現在）に電子マネー

カードを送付し、謝礼をポイントとして付与した。

電子マネーカード
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（９）その他研修等

１）RC代行研修

ユニットセンター職員等14人に対して、12回実施した。これまで実施した医療機関、市町

村、ユニットセンター等の職員に対する研修は、計44回、受講者は計604人となった。

２）他ユニットセンター職員来訪時の情報交換会

　　高知ユニットセンターの医師・RCなどを迎え情報交換会を実施した。

　　開催日：平成26年11月21日（金）

　　開催場所：福島ユニットセンター新町事務所

　　目　的：エコチル調査の進行状況などに係る意見交換。

　　内　容：①フォローアップについて　②詳細調査について

３）職員研修

平成27年2月6日、全職員を対象に研修会を実施した。

研修会では、詳細調査や接遇、情報管理等の他、外部講師による教養講座を行った。

なお、研修に先立ち、リクルート数達成の努力に感謝する、盾（「努力の証」）がセンター長

から職員の代表者に贈られた。


